
要配慮者利用施設における避難確保計画作成等の促進、訓練支援 練馬区

〇練馬区は、ほとんど高低差のないなだらかな地形で、地盤高でみると東側が低く西側へ行くに
つれて高く、平均すると海抜３０ｍ～５０ｍ程度の起伏の少ない台地状

○区内を流れるのは、湧水を水源とする荒川水系一級河川の石神井川と白子川の２河川

練馬区の地勢

〇近年の風水害（令和元年９月・台風第15号、10月・台風第19号、台風第21号など）を踏まえ、
災害対策再点検を実施 👉 「練馬区地域防災計画（令和２年度修正）」

練馬区の風水害対策

【課題１】確実な情報伝達手段
👉 防災行政無線のメール自動配信やホームページへの自動掲載など

【課題２】地域別災害リスクの周知
👉 ハザードマップの修正、全戸配布、地域別防災マップの作成など

【課題３】台風接近時における区の事前対応の明確化
👉 練馬区行政タイムラインを作成

【課題４】浸水想定区域内の要配慮者利用施設への適切な対応
👉 避難確保計画の作成・訓練支援など
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〇地域防災計画に位置付けた石神井川流域の要配慮者利用施設については、 令和２年度まで
に計画作成が完了 （学校３施設、社会福祉施設２６施設、医療施設１施設）

○令和３年度以降、水防法による義務はない白子川流域等に対象を広げ、要配慮者利用施設に
おける計画作成を区独自に要請

石神井川

白子川

【練馬区水害ハザードマップ】

〇東京都が公表している洪水浸水
予想区域図を基に作成した「練
馬区水害ハザードマップ」により、
白子川等流域の河川氾濫時に
おける浸水想定区域内に立地
する要配慮者利用施設を確認

〇対象施設を個別に訪問し、河川
氾濫の危険性や、計画作成の
必要性を説明し、計画作成およ
び訓練実施に向けた取組を促
進

避難確保計画の作成
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〇要配慮者利用施設においては、施設の立地や利用者の特性に応じた訓練の実施が必要
〇令和４・５年度の取組として、要配慮者利用施設への支援を区の総合計画（練馬区版総合戦
略）の具体的な実行計画である「アクションプラン」に位置付け

〇特に水害リスクの高い地域にある要配慮者利用施設には、避難確保計画の作成段階から
区が積極的に関わり訓練の実施などを支援

〇対象施設
想定浸水深１メートル以上（最大３メートル）の区域に立地する８施設を抽出
👉 令和４年度は保育所等４施設で実施

〇訓練支援の目的
👉 現状、支援する区職員も訓練ノウハウが不足。訓練実施計画の作成、訓練実施に

関わることにより、施設の実情に応じた訓練事例を収集し、他の要配慮者利用施設
の訓練実施の参考とする

👉 訓練計画の作成や、訓練当日の人員など、区職員が関わることにより、要配慮者利用

施設が通常業務を行う中で訓練を実施することへの負担を軽減する

訓練支援
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【事例１】 Ａ施設（認可保育園）

〇 訓練の種類
立退き避難訓練

〇 訓練の概要
年長児クラス（29人）を対象に、区が
開設する避難所までの移動を想定した
訓練を実施

【事例２】 Ｂ施設（認可保育園）
Ｃ施設（認証保育所）

〇 訓練の種類
屋内安全確保訓練

〇 訓練の概要
Ｂ施設の園児（９人）が
Ｃ施設まで移動し、
Ｃ施設の園児（８人）とと
もに屋上へ避難する訓練

を実施

【事例３】 Ｄ施設（保育施設）

〇 訓練の種類
立退き避難訓練（初動対応）

〇 訓練の概要
避難所への避難における初動対応に
ついて訓練を実施
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〇白子川流域の要配慮者利用施設における避難確保計画の作成および計画に基づく訓練実施
の促進

〇石神井川流域の要配慮者利用施設のうち、特に水害リスクの高い施設における訓練実施を
支援

〇白子川流域の要配慮者利用施設における避難確保計画の作成等
👉 白子川流域の要配慮施設については、これまで区独自に避難確保計画の作成等を

要請してきたが、水位周知河川化により水防法の義務となったため、再度個別訪問
などにより、避難確保計画の作成等を促進する

〇石神井川流域の要配慮者利用施設における訓練支援
👉 引き続き、石神井川流域の要配慮者利用施設のうち、特に水害リスクの高い施設の

訓練実施を支援する

令和５年度における取組


